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令和３年度八王子市農業委員会第１回総会会議録 

 

１  開催年月日 令和３年４月２７日 火曜日 

  ２  開催場所  八王子市役所 議会棟 全員協議会室 

  ３  開催時間  午後２時００分 から 午後３時１０分 まで  

４  出席委員 （１８名） 

農業委員会委員 

１番 米  津  元  一  

 

２番 熊  澤  治  彦  

３番 青  柳  有  希 子  ４番 中  西  伸  夫  

５番 原  島  元  義  ６番 有  竹  満  次  

７番 小  林  裕  恵  ８番 菱  山  史  郎  

９番 坂  本  真  一  １０番 田 中  政 博  

１１番 村  松   徹  １２番 峰 尾  達 雄   

１３番 山  田   正  １４番 門 倉   豊  

農地利用最適化推進委員 

１５番 内  藤  廣 行   

 

１６番 田  中  和 敏  

１９番 三  上  正 治  ２１番 石 川   研  

５  欠席委員 （４名） 

１７番 内  田   茂  １８番 福 田  一 訓  

２０番 町  田  裕 通  ２２番 井 上  正 芳  

 

  ６  事務局職員出席者 

 

                   

 

 

 

 

 

事務局長  山  﨑  光  嘉  課  長    須  藤  文  夫  

主  査    上  原  裕  之  主  査    篠  原  勝  久  

主  任    萩  原  健  太  主  任    岩  佐  達  憲  
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令和３年度(2021 年度) 

八王子市農業委員会 第１回総会 議題 

(令和３年４月２７日) 

 

【専決処分案件】 

第１  市街化区域内農地の「権利の移動を伴わない転用」の届出について 

第２  市街化区域内農地の「権利の移動を伴う転用」の届出について 

第３  地目変更登記に係る照会に対する回答について 

第４  非農地証明の願出について 

第５  相続税の納税猶予に係る適格者としての３年ごとの証明について 

 

【審議案件】 

第６  農地の権利移動許可について 

第７  農業経営基盤強化促進法第 18条第 1項の規定に基づく農用地利用集積計画の決定について 

第８  農業経営基盤強化促進法第 18条第 1項の規定に基づく農用地利用集積計画の決定について 

第９  農業経営基盤強化促進法第 18条第 1項の規定に基づく農用地利用集積計画の決定について 

第１０ 農地法の適用を受けない土地であることの証明について 

第１１ 生産緑地に係る「農業の主たる従事者」の証明について 

第１２ 生産緑地に係る「農業の主たる従事者」の証明について 

第１３ 相続税の納税猶予に関する適格者の証明について 

 

【報告案件】 

第１４ 農地の権利取得の届出について 

第１５ 農地の賃貸借の合意解約について 

第１６ 相続税の納税猶予の対象者等に関する通知について 
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≪午後２時００分開会≫ 

議 長    ただいまから、令和３年度八王子市農業委員会第１回総会を開会しま

す。欠席通告のあった委員を報告します。第 17 番内田茂委員、18 番

福田一訓委員、20 番町田裕通委員、22 番井上正芳委員です。農業委

員定数 14 名のうち、半数以上が出席されておりますので、農業委員

会等に関する法律第 27 条第３項の規定により、本総会は有効に成立

しております。また、農業委員会等に関する法律第 30 条第１項の規

定により、出席した農業委員の過半数で決することになりますが、推

進委員の皆様にもぜひ積極的なご意見をいただきたいと思います。 

第１及び第２については、「市街化区域内農地の転用の届出について」

でありますので、一括報告とします。事務局より報告願います。  

事務局   第１「市街化区域内農地の権利の移動を伴わない転用の届出について」 

３月１日から３月 31 日までの届出分（14 件） 

第２「市街化区域内農地の権利の移動を伴う転用の届出について」 

３月１日から３月 31 日までの届出分（24 件）を報告。 

議 長    報告は終わりました。第１・第２について質問はございませんか。 

議 長    質問なしと認め、進行します。 

第３「地目変更登記に係る照会に対する回答について」を報告します。

事務局より報告願います。 

事務局   第３「地目変更登記に係る照会に対する回答について」を報告。 

（４件） 

議 長    報告は終わりました。第３についてご質問はありませんか。 

農業委員  番号１について、産業廃棄物施設になった原因は何ですか。 

事務局   産業廃棄物施設の許可が出ていることは確認できましたが、農業委員

会事務局に入ってくる情報がなかったと考えられます。 
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農業委員  市街化調整区域内で転用の手続きがあったとしても、こういう土地利

用の使い方はルール上できないと思うのですが、そういったことは各

所管で情報共有はできているのでしょうか。 

事務局   市街化調整区域内の土地利用については都市計画部と連携していま

す。また、市街化調整区域で開発行為をするとなると都市計画部やま

ちなみ整備部の許可等が必要になる場合があるので、農林課や事務局

で連携して取り組むようにしています。今回のように市街化調整区域

において無断で転用することがないように事務局としても努めてい

ます。 

農業委員  今後、この土地を新しく利用される方のためにも、周辺環境に配慮し

て転用をしていただきたいと思います。 

農業委員  私はこの現場を事務局と調査に行きましたが、ほとんど残土等が片付

けてあり写真のとおりの状態になっていました。 

議 長    他にございませんか。 

議 長    ございませんので進行します。 

第４「非農地証明の願出について」を報告します。事務局より報告願

います。 

事務局   第４「非農地証明の願出について」を報告。（１件） 

議 長    報告は終わりました。第４についてご質問はありませんか。 

議 長    質問なしと認め、進行します。 

第５「相続税の納税猶予に係る適格者としての３年ごとの証明につい

て」を報告します。事務局より報告願います。 

事務局   第５「相続税の納税猶予に係る適格者としての３年ごとの証明につい

て」を報告。（願出地が農業経営を引き続き行っていること 18 件） 

議  長    報告は終わりました。第５についてご質問はありませんか。 

議 長    質問なしと認め、進行します。 
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第６「農地の権利移動許可について」と第７「農業経営基盤強化促進法第 18 条第１

項の規定に基づく農用地利用集積計画の決定について」は関連する議題ですので、

一括で審議します。事務局より説明願います。 

事務局   第６「農地の権利移動許可について」について説明。 

譲受人は小比企町に在住。譲渡人は小比企町に在住。申請地は小比

企町１筆、登記地目は畑、現況は畑、面積は合計 175 ㎡。 

第７「農業経営基盤強化促進法第 18 条第１項の規定に基づく農用地利用集積計

画の決定について」説明。 

貸し手について、住所は小比企町、設定する土地は小比企町の土地

２筆、計 898 ㎡。利用権の種類は賃借権、期間は５年間。 

借り手について、住所は小比企町、利用権の設定を受ける者が耕作

している農用地の面積は 30,000 ㎡。主たる経営作目は露地野菜。

農業従事者は３人、農作業従事日数は年間 320 日。 

議 長   説明は終わりました。続きまして、担当委員から調査報告をお願いし

たいと思います。担当委員お願いします。 

推進委員  ご報告いたします。４月 12 日、事務局と当該農地の調査を行い、申

請者であります、譲受人と面談いたしました。譲受人は、小比企町で

代々農業を営んでいる認定農業者であり、年間で約 100 種類の野菜を

栽培し、スーパーや飲食店等へ出荷しています。また、東京都指導農

業士にも認定されており、新規就農希望者等の受け入れも積極的に行

っています。まず、第６の申請地は、譲受人自身が所有する農地と隣

接しており、作付けはなく休耕状態でした。今後は、草刈り、耕うん

を行い、他に所有している農地で栽培しているイチジクを一部移し替

えして隣接農地と一体的に利用していくとのことです。次に、第７の

農地は、元々農地バンクに登録されていた畑でしたが、所有者からの

意向を基に、譲受人に貸し付けることで話し合いが進んでいき、借り

受けることになったとのことです。当該地ですが、小比企町 2559 番
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では、なだらかな傾斜があり、ルッコラ、フキ等が栽培されていまし

た。2560 番では、なだらかな傾斜があり、作付けはありませんでし

たが、草刈りがされている状態でした。今後は、ブルーベリーや栗、

リーフレタスやミックスレタス等の葉菜類を作付けする予定とのこ

とです。なお、当該地南側の赤道と接する部分については、農機具等

が搬入しやすいよう整備をするほか、北側の住宅と接する部分につい

ては、土留めを施すことで、耕土の流出防止や営農環境の改善を図っ

ていくとのことです。両案件における収穫物は、今までと同様の販路

であるイトーヨーカドー、スーパー、飲食店等に出荷する予定とのこ

とです。今後については、今までと同様に妻や息子の協力を得ながら

経営規模拡大を目指し、農業経営を行っていくとのことです。経営面

積が広いため、従業員を雇っているほか、パートやボランティアの協

力も得ているとのことで問題ないかと思います。譲受人は、農業の効

率化や高度化に関する幅広い取り組みに挑戦することで、日々、農業

経営の強化・改善を図っています。また、地元の農家との関係も良い

ようですので、小比企地区の農業者として、これからも頑張っていた

だきたいと思います。報告は以上です。 

議 長    報告は終わりました。質問・意見はありませんか。 

ございませんので進行します。お諮りします。第６・第７については、

これを決定することにご異議ございませんか。 

〖「異議なし」と呼ぶ者あり〗 

異議なしと認めます。したがって、決定することに決定しました。 

第８「農業経営基盤強化促進法第 18 条第１項の規定に基づく農用地

利用集積計画の決定について」を議題にします。事務局より説明願い

ます。 

事務局   第８「農業経営基盤強化促進法第 18 条第１項の規定に基づく農用

地利用集積計画の決定について」について説明。 
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貸し手について、住所は散田町、設定する土地は西寺方町の土地２

筆、計 1,206 ㎡。利用権の種類は賃借権、期間は５年間。 

借り手について、住所は台町、利用権の設定を受ける者が耕作して

いる農用地の面積は 6,913 ㎡。主たる経営作目はニンニク・キクラ

ゲ・シイタケ・果実。農業従事者は６人、農作業従事日数は年間

340 日。 

議 長   説明は終わりました。続きまして、担当委員から調査報告をお願いし

たいと思います。 

推進委員  それでは、ご報告いたします。４月８日、事務局、農林課の職員とと

もに現地調査を実施しました。現地では借り手のほか、奥さん、娘さ

んにもご同行いただき、今後の営農計画をうかがいました。借り手は

令和元年９月に新規就農し、「農業経営基盤強化促進法」で西寺方町

の農地を、「都市農地貸借円滑化法」で谷野町の生産緑地を借り受け

ており、合わせて約 7,000 ㎡の農地で農業経営を行っています。今回

借り受ける西寺方町の農地は、「農業経営基盤強化促進法」で借りて

いる西寺方町の農地の隣接地になります。八王子農業協同組合職員の

仲介があり、農地を借り受けることとなりました。今回借り受ける農

地は 20 年程耕作の用に供していない農地だったため、篠等が繁茂し、

荒れた状態でした。事業計画が認定され、当該地の貸借が成立した場

合は、作付計画書のとおりトウモロコシを作付け、トウモロコシの収

穫後、ブロッコリー、カリフラワーなどの秋野菜を作付けする予定と

のことです。収穫物は今までの販路と同様に道の駅八王子滝山、イー

アス高尾、ＪＡ八王子等に出荷していくとのことでした。新規就農し

て以来、家族一丸で農業経営を行っていますので、今後も見守ってい

きたいと思います。報告は以上です。 

議 長    報告は終わりました。質問・意見はありませんか。 
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推進委員  写真を見ると農地が荒れているように見えますが、荒れた農地を開墾

するのに補助金は出るのですか。 

事務局   そういった補助金の予算は取っています。必要があれば伐根等の整備

に関する相談に応じた支援を考えています。 

議 長    他にありませんか。ございませんので、進行します。お諮りします。

第８については、これを決定することにご異議ございませんか。 

〖「異議なし」と呼ぶ者あり〗 

異議なしと認めます。したがって、決定することに決定しました。 

第９「農業経営基盤強化促進法第 18 条第１項の規定に基づく農用地

利用集積計画の決定について」を議題にします。事務局より説明願い

ます。 

事務局   第９「農業経営基盤強化促進法第 18 条第１項の規定に基づく農用

地利用集積計画の決定について」 

貸し手１について、住所は上恩方町、設定する土地は上恩方町の土

地２筆、計 1,698 ㎡。利用権の種類は「使用貸借による権利」、期

間は５年間。 

貸し手２について、住所は上恩方町、設定する土地は上恩方町の土

地４筆、計 894 ㎡。利用権の種類は「使用貸借による権利」、期間

は５年間。 

借り手について、住所は川口町、利用権の設定を受ける者が耕作し

ている農用地の面積は 0 ㎡。主たる経営作目は露地野菜。農業従事

者は６人、農作業従事日数は年間 200 日。  

議  長    説明は終わりました。続きまして、担当委員から調査報告をお願いし

たいと思います。 

農業委員  それでは報告いたします。４月 14 日、事務局、農林課の職員ととも

に現地調査を実施しました。その際、借り手の法人の代表から、今後

の作付計画等を伺いました。借り手は、７～８年前に上恩方町の風景
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や環境に憧れ、住所を移し生活をしていく中で、高齢化や空家、買い

物難民、耕作放棄地等の様々な問題に対し、農業を通じて地域の新し

い活性化ができる枠組みを創造したいとの思いから農業に参入さ れ

ました。そんな折、町会のつながりで話があり今回の貸借に至りまし

た。農業に主に従事するのは、業務執行役員の借り手と同じく業務執

行役員の方で農場責任者として携わっていくとのことです。申請農地

である上恩方町 889 番、890 番甲では、全体的に耕うん状態であり、

今後は、ピーマン・ネギを栽培していく予定であり、上恩方町 1326

番、1327 番、1336 番、1337 番では、トマトやキュウリなどの夏野菜

を栽培していくとのことです。収穫した生産物は、直売や加工販売の

ほか飲食店等へ納入していくとのことです。恩方地区においては、人

口の減少や農業者の高齢化等も進み、耕作が十分にできない農地もあ

ります。遊休農地の解消のためにも借り手の法人のように、新たな担

い手の存在も力強く感じますし、地元の農家と手を携え切磋琢磨しな

がらこれからも長く活躍してもらうことを期待しています。報告は以

上です。 

議 長    報告は終わりました。質問・意見はありませんか。 

農業委員  借り手は他に所有している農地がないように見えますが、他市で所有

している農地はあるのですか。 

事務局   東京都農業会議からのお墨付きを得て初めて貸借が可能になるので、

今回が初めての案件であり他市で農地を所有している訳ではありま

せん。 

議 長    他にありませんか。ございませんので、進行します。お諮りします。

第９については、これを決定することにご異議ございませんか。 

〖「異議なし」と呼ぶ者あり〗 

異議なしと認めます。したがって、決定することにしました。 
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第 10「農地法の適用を受けない土地であることの証明について」を議

題にします。事務局より説明願います。 

事務局   第 10「農地法の適用を受けない土地であることの証明について」 

所有者は葛飾区に在住。申請地は裏高尾町にある１筆。土地の現況

地目は山林、現況となった時期は昭和 63 年頃。当該地は市街化調

整区域に属し、農振地域外。 

議 長   説明は終わりました。続きまして、担当委員から調査報告をお願いし

たいと思います。  

農業委員  それではご報告いたします。４月１３日、農業委員、事務局とともに、

現地を確認しました。当該地は西東京バス「摺差」バス停から約 220

メートル北西に位置する南向きの傾斜地です。当該地は、幹の太い樹

木が乱立し、全体的に篠が生い茂っている状況で、足場が悪く、立ち

入りが困難な箇所もありました。願出者からの聞取りでは、相続等に

伴い、約 30 年前から耕作が困難な状況となり、時間の経過と共に、

森林の様相を呈する状態になったとのことです。長年耕作の用に供さ

れていないことは明白であるため、現在の状態から再び農地へ戻すこ

とは困難だと思います。 

議 長    報告は終わりました。質問・意見はありませんか。ございませんので、

進行します。お諮りします。第 10 については、これを証明すること

にご異議ございませんか。 

〖「異議なし」と呼ぶ者あり〗 

異議なしと認めます。したがって、証明することに決定しました。 

第 11「生産緑地に係る『農業の主たる従事者』の証明について」を議

題にいたします。事務局より説明願います。 

事務局   第 11「生産緑地に係る『農業の主たる従事者』の証明について」 
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買取申出生産緑地は谷野町の土地２筆、みつい台二丁目の土地１筆、

2,012 ㎡。 

買取申出事由の生じた者について、住所は谷野町、申出者との続柄

は「父」、申出事由は「死亡」、申出事由の生じた日は「令和２年

12 月 30 日」、年齢は「91 歳」、年間従事日数は「300 日」。 

議 長   説明は終わりました。続きまして、担当委員から調査報告をお願いし

たいと思います。 

農業委員  それではご報告いたします。４月１３日、事務局と当該生産緑地を確

認するとともに、願出者にお話を伺いました。願出者の父は、13 歳頃

から親の手伝いで農業に携わり始め、16 歳頃から本格的に従事しまし

た。当該地において、主にトマト、ナス、キュウリ、ネギ等を栽培し

ていました。収穫した作物は自家消費するとともに、北野や国立の市

場に出荷していました。願出者の父は、ほぼ毎日農作業をされていま

したが、令和２年の５月頃に肺炎を発症し、入退院を繰り返してきま

した。その後、令和２年１２月３０日に老衰が原因で９１歳で亡くな

りました。願出者の父が入院中、農業に従事できない期間は、息子の

願出者が農地の維持管理を行われていました。今回の調査において、

お元気だったころは、この生産緑地の中心的な農業従事者であったこ

とを確認しました。報告は以上です。 

議 長    報告は終わりました。質問・意見はありませんか。ございませんので

進行します。お諮りします。第 11 については、これを証明すること

にご異議ございませんか。 

〖「異議なし」と呼ぶ者あり〗 

異議なしと認めます。したがって、証明することに決定いたしました。 

第 12「生産緑地に係る『農業の主たる従事者』の証明について」を議

題にいたします。事務局より説明願います。 

事務局   第 12「生産緑地に係る『農業の主たる従事者』の証明について」 
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買取申出生産緑地は長沼町の土地 13 筆、2,909 ㎡。 

買取申出事由の生じた者について、住所は長沼町、申出者との続柄

は「本人」、申出事由は「故障」、申出事由の生じた日は「令和３

年３月 19 日」、年齢は「79 歳」、年間従事日数は「300 日」。 

議 長   説明は終わりました。続きまして、担当委員から調査報告をお願いし

たいと思います。担当委員お願いします。 

農業委員  それでは、ご報告いたします。４月 13 日、事務局職員、農林課職員

と当該生産緑地を確認するとともに、願出者、妻、息子から話を伺い

ました。願出者は、中学校卒業から家業である農業に従事してきまし

た。水田では稲作を、畑ではジャガイモ等の根菜類を中心に作物を生

産し、収穫物はふれあい市場や道の駅八王子滝山等へ出荷していまし

た。願出者は、10 年前に農協の定期診断で心臓の疾患が判明しました

が、支障のない範囲で農業従事をしていました。令和２年８月、農作

業中に右足関節を粉砕骨折し２か月間入院、退院後も通院し､令和３

年２月に治療が終了しましたが、右足の甲が固く腫れており、足を引

きずって歩くような状態となりました。また、医療機関の診断にもあ

る通り重症心疾患を患っているため、軽作業でも息が上がってしまう

ほど体力が著しく低下しています。このような状態であるため、農作

業をすることは極めて難しい状況です。当該生産緑地については、願

出者が農作業に携われなくなった後は、息子が最低限の管理をしてき

ました。今回の調査において願出者が、この生産緑地の中心的な農業

従事者であったことを確認しました。報告は以上です。 

議 長    報告は終わりました。質問・意見はありませんか。 

農業委員  買取申出事由が重症心疾患ということですが、病気や身体の負傷は個

人差があると思います。どの程度の症状だったら認められるといった

ガイドラインはあるのですか。 
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事務局   ガイドラインはありませんが、現地調査や家族からの聞き取りを含め

て総合的に判断しています。 

議 長    他にありませんか。ございませんので、進行します。お諮りします。

第 12 については、これを証明することにご異議ございませんか。 

〖「異議なし」と呼ぶ者あり〗 

異議なしと認めます。したがって、証明することに決定しました。 

第 13「相続税の納税猶予に関する適格者の証明について」を議題にい

たします。事務局より説明願います。 

事務局   第 13「相続税の納税猶予に関する適格者の証明について」 

被相続人について、住所は石川町、耕作面積は 1,781 ㎡。相続開始

年月日は令和２年８月２日。相続人について、住所は石川町、年齢

67 歳、被相続人との続柄は二男。適用を受けようとする農地は石

川町にある３筆、1,123 ㎡。相続開始前の農耕従事実績は有り、農

業経営の開始年月日は昭和 50 年４月１日。 

議 長   説明は終わりました。続きまして、担当委員から調査報告をお願いし

たいと思います。担当委員お願いします。 

農業委員  それでは報告いたします。４月 12 日、事務局と現地を確認するとと

もに、願出者からお話を伺いました。納税猶予の適用を受けようとす

る石川町 747 番２・747 番６・748 番３は、生産緑地指定を受けてい

る農地です。当該地の西側では梅が植栽されており、その他ではネギ、

ニラ等の露地野菜が作付けされていました。作付けされていない部分

は全体的に耕うんされていました。今後、西側部分ではウメやユズの

果樹、その他の部分では、ジャガイモ、サツマイモ、ナス、キュウリ、

トマト、ホウレンソウ、ノラボウ菜等を作付けしていくとのことです。

収穫物は、これまで同様に親類縁者に配ったり自家消費していくとの

ことでした。願出者は昭和 50 年頃から農業に携わるようになり、平

成 24 年頃からは、ほぼ毎日願出者の父と一緒に農作業を行いながら
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農業技術を習得してきました。今後も、これまで同様に農業経営を続

けていくとのことであり、農業技術や農業知識に関して問題ないので、

納税猶予を受ける適格者としてふさわしいと思います。報告は以上で

す。 

議 長    質問・意見はありませんか。 

農業委員  被相続人の農地の所有面積と相続税の納税猶予の適用を受けようと

する農地の面積が 658 ㎡違いますが、この差は何ですか。 

事務局   市街化区域で生産緑地に指定されていない面積になります。 

議 長    他に質問・意見はありませんか。 

議 長    ございませんので進行します。お諮りします。第 13 については、こ

れを証明することにご異議ございませんか。 

〖「異議なし」と呼ぶ者あり〗 

異議なしと認めます。したがって、証明することに決定いたしました。 

第 14「農地の権利取得の届出について」を報告します。事務局より報

告願います。 

事務局   第 14「農地の権利取得の届出について」を報告。（２件） 

議 長    ご質問はありませんか。質問なしと認めます。 

第 15「農地の賃貸借の合意解約について」を報告します。事務局より

報告願います。 

事務局   第 15「農地の賃貸借の合意解約について」を報告。（１件） 

議 長    ご質問はありませんか。質問なしと認めます。 

第 16「相続税の納税猶予の対象者等に関する通知について」を報告し

ます。事務局より報告願います。 

事務局   第 16「相続税の納税猶予の対象者等に関する通知について」を報告。

（２件） 

議 長    報告は終わりました。ご質問はありませんか。質問なしと認めます。 

以上で、本総会議題の全日程は終了しました。 
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ここで、本日の議事録の署名をしていただく農業委員を指名いたしま

す。 

八王子市農業委員会会議規則第 11 条の規定により、 

第 11 番  村 松  徹  委員 

第 12 番  峰 尾 達 雄 委員 

を指名します。よろしくお願いします。 

以上をもちまして、令和３年度八王子市農業委員会第１回総会を閉会

します。 

≪午後３時１０分閉会≫ 

 

 

 

 


